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創舞流指導：伝統文化こども日本舞踊教室（平

成20年度）報告

くるくる来訪者の皆様へ

平成20年度の伝統文化こども日本舞踊

教室発表会の子供達が元気に楽しく舞

踊した様子を御紹介致します。

文化庁伝統文化こども日本舞踊教室

は、平成24、25年度も開催予定です。

市内の小中学校の生徒さんを募集中で

す。定員（30名予定）になりしだい締

め切ります。

稽古場所：

東久留米市わくわく健康プラザ集会室

（東久留米市滝山4丁目3-14）

日時：

毎月第1、第3日曜日 

午後1時30分〜午後4時予定

実際の演舞様子は、地域の文化祭にも

出演したり致しますので、ご自身の目

でお確かめ下さい。

また、お弟子さんの稽古風景は、西東

京市の稽古場にて、いつでも見学が可

能ですので御連絡下さい。

・問合せ・申込み先

伝統文化こども日本舞踊教室

創舞流二代目 創舞吉之城氏

（専用携帯:090-1506-0630）

「創舞流」検索！

又は、

後援者代表 野島貞夫氏

(TEL:042-471-0912 

FAX:042-476-2555

mail:nojima.sadao@jcom.home.ne.jp）

平成20年度の伝統文化こども

日本舞踊教室を地域で開催し

た内容の一部をくるくる来訪

者の皆様へ御紹介致します。

日時：平成20年12月14日(日)

PM14:00 〜 14：30

会場：西東京市民会館・公会

堂

主催：日本舞踊 創舞流・成城

国際舞踊団

後援：西東京市等

講師：創舞寿栄吉、創舞吉之

城

夏から全14回の稽古で、日本

舞踊の基本動作・姿勢・礼儀

作法・表現方法を学び、今

回、初めての舞台です。

当日は表現の楽しさを勉強し

ながら、比較的短い曲を皆様

に披露いたします。

○発表内容

1.日本舞踊の歴史

2.日本舞踊とは

3.舞台装置など本番の舞台を

使っての説明

4.課題曲の発表

5.講師陣の踊り

１．日本舞踊の歴史

・昔は一般大衆に教えていた

芸事。

・歌舞伎から来ている。1人の

人生（子供〜老人になり無く

なるまで）を描くのに3日夜通

しで描いた。日本舞踊で残っ

ているのはその１幕である。

・京都の町ごとに流派が決

まっている。

・明治以降お金持ち相手に芸

事するようになった。

２．日本舞踊とは

(1)音楽のリズムに合わせて踊る。

体の躍動感がある。日本舞踊でしか

味わえない感覚がある。

(2)日本舞踊（振り付け）の成り立

ちについて

・音楽から振り付けをせず、歌を題

材として振り付けをする。その後、

三味線（地方(ｼﾞｶﾀ)さん）がついて

成り立つ。

・拍子（動き）がおどりである。振

りとは体を大きく動かす。歌詞の中

の物語を表すのがおどり。

(3)曲には長唄、端唄、小唄などあ

る。（子供たちが披露するのは端

唄、小唄）

・端唄、小唄が誕生したのは、天保

12（1841）年、三座（中村座、市

川座、歌舞伎座）を統制（芸事を禁

止）し、地方さんの三味線教室を規

制が実質10年〜12年続いたため、

統制が解かれたのち、20分の長い

時間をやるのが大変なので、時間の

短い端唄、小唄がうまれた。

３．創舞流二代目 創舞吉之城

氏による舞台装置・ライト演

出を考えた立ち位置など実演

を混ぜた講演

・アクティングエリアを考え

て踊る。

⇒アクティングエリアとは中

央の真ん中できれいにライト

があたり、一番影が写らない

位置。

・ライトの種類

・ステージサイドスポットラ

イト：ステージの横から当て

るライト。鼻の影を無くす

・ピンスポットライト：舞台

の中央うしろから登場人物に

当てるライトで、3種類ありレ

ンズの種類により分けられ

る。光の境界線（輪郭）が

はっきりさせるもの、させな

い等。

・フロントライト→このライ

トを目安に演舞の内容に合っ

た方向を決める。

演目『四季の舞』

演目『四季の舞』

演目『若水』

演舞者：創舞寿勘

演目『松の緑』

演舞者：創舞吉之城

社会貢献の一環として、地元

の市民文化祭等において、舞

踊した様子です。

本舞踊は創舞流家元が振付致

しました。

多くの方が感動致しました。

演目『緋牡丹慱従』

演舞者：創舞寿勘

文責：

門前自治会会長 野島貞夫

TEL:090-3224-0278

FAX:042-476-2555

mail:nojima.sadao@jcom.home.ne.jp

※写真掲載了承済

※創舞流家元監修の下作成致しました

前のページへ戻る

東久留米のふれあい情報サイト くるくる


